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甘木 朝倉消防本部の基本方針

重点施策事項

１　住民のニーズに応える防災情報の提供

２　住民のための消防行政サービスの徹底

３　事務の簡素化・効率化と活力ある職場作りの推進

４　自己意識の改革（態度・服装・笑顔・傾聴）と実行

５　報告・連絡・相談・的確な指示の徹底

６　体力・身心の強化と健康の保持増進

７　安全管理で明るく楽しい快適な職場環境の維持

職員綱領

１　吾等消防職員は職責を自覚し、規律の保持につとめよう。

２　吾等消防職員は身心の鍛錬に励み、知識技術の向上をはかろう。

３　吾等消防職員は和合の精神をもって団結し、親しまれる消防人になろう。

（甘木・朝倉消防職員綱領全文より抜粋）

事故防止一斉唱和

１　安全呼称の徹底

２　左右確認・最徐行の徹底

３　赤信号・一旦停止の徹底

４　車両誘導は確実に

５　優先通行権を過信しない



管内の概要
 ̧ 位置

　福岡県の中央部、福岡市の南東約４０km、久留米市の北東約２０kmの場所に、組合消
防を構成する中核の朝倉市が位置し、東に東峰村、西に筑前町の３市町村、管内人口８
６，２７４人からなる。

 ̧ 地勢

　管内を北西から南東へと貫く最重要幹線道路である国道３８６号線から南側は盆地と
なっているが、同道路から北側、すなわち市域北部から北東部～東部にかけて古処山を
はじめとする６００～９００ｍ級の山々が連なる。この山地の中に福岡市など周辺地区
への水資源供給の役割を担う江川ダム・寺内ダムがある。更に小石原川ダム（仮称）が
江川ダム上流に建設中である。
　また、圏域の南側には、境界にほぼ沿う形で筑後川が流れている。

 ̧ 観光

　全国疏水百選にも選定されている朝倉市の「堀川用水」は、江戸時代に当時の最新技
術で築造されました。筑後川から取水する山田井堰、人力で掘られた堀川、水田を潤す
水車群などからなり、築造から２世紀を経た現在も朝倉地域の農業を支え、自然と調和
した美しい水景をかもし出しています。
　特に堀川用水のはじまりである山田井堰は、舟通し・魚道・砂利吐きを持つ日本唯一
の傾斜堰床式石張堰として歴史的にも貴重なものです。その優れた工法は、アフガン復
興支援の灌漑用水モデルとして活用されています。
　平成２６年に山田井堰・堀川用水・水車群は、世界かんがい施設遺産に登録されまし
た。

 

  



86,274 人

32,854 世帯

365.78 K㎡

54,439 人

21,181 世帯

246.71 K㎡

菱野の三連水車

　　　　●面　積    

圏域の紹介

甘木・朝倉広域市町村圏事務組合
　　　　●人　口 　

　　　　●世帯数 　

　　　　●面　積    

　甘木・朝倉圏域は、福岡県のほぼ中央部に位置し、朝倉市・筑前町・東峰村の３市町村で構成
されている地域です。地域の形状は東西に長く、西に小郡市や筑紫野市、東に大分県日田市、北
に嘉麻市、南にうきは市と接しています。

　　　　●人　口 　

　　　　●世帯数 　

　筑後川北岸に広がる朝倉市は、三連水車などでも知られるのどかな田園都市。その豊かな自
然は、博多万能ネギ、柿や梨といったフルーツ、全国でも希尐な淡水ノリ「スイゼンジノリ」
などの特産品を生み出してくれます。また、筑前の小京都と称される城下町「秋月」や、夏の
風物詩「鵜飼い」が有名な原鶴温泉など、来訪者を魅了する多彩な観光資源も魅力の一つです。



2,218 人

881 世帯

51.97 K㎡

伝統工芸品の小石原焼

29,617 人

10,792 世帯

67.10 K㎡

筑前町多目的運動公園「筑前ぽぽろ」

　　　　●人　口 

　　　　●世帯数    

　　　　●人　口  

　　　　●面　積   

　東峰村は、歴史と文化と自然が調和した緑豊かな村です。経済産業大臣指定伝統的工芸品の
一つである「小石原焼」や「森の巨人たち百選」に選ばれた「行者杉」、「日本の棚田百選」
に選ばれた竹地区の美しい棚田、「平成の名水百選」に選ばれた「岩屋湧水」があり、観光資
源の宝庫となっています。
　６月上旬には、山里の渓流で蛍が飛び交い、夏真っ盛りの７月～８月には親水公園河川プー
ルや岩屋キャンプ場、ポーン太の森キャンプ場で子どもたちや家族連れの歓声が絶えません。
また、祭りも４月に「岩屋まつり」、５月と１０月には「小石原焼民陶むら祭」、６月に「ほ
たる祭」、山々が色付く秋には「秋まつり」が開催されます。

　　　　●世帯数   

　　　　●面　積   

　米・麦・大豆の生産を中心とした、田園風景広がる筑前町。「都会から近い田舎」が魅力の
まちです。「食に感謝し、平和を願うまち」を町のテーマに、２０１１年には「ちくぜん食の
都づくり宣言」を行い、食に関する取り組みを推進。ファーマーズマーケットみなみの里には、
連日多くの人が地元の食材を買いに訪れます。また、かつての大刀洗飛行場跡地に町立大刀洗
平和記念館を建築し、より多くの来館者を収容できるよう、２０１７年に新館を増築。平和の
大切さを後世に語り継いでいきます。写真は２０１７年に完全開園となった筑前町多目的運動



所 在 地
敷地面積
構 造
延 面 積
管轄区域

所 在 地
敷地面積
構 造
延 面 積
管轄区域 朝倉市・朝倉郡一円

朝倉郡筑前町下高場３５９９番地３

鉄筋コンクリート造２階建
１，９８９．３２㎡

７,０５４．８６㎡

２,７９８．００㎡

朝倉市一木１８番地２０

鉄筋コンクリート造３階建

７２０．８７㎡
筑前町

管内図と庁舎の現況

西部分署 

甘木・朝倉消防本部  甘木・朝倉消防署 
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所 在 地
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構 造
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所 在 地
敷地面積
構 造
延 面 積
管轄区域

朝倉市杷木寒水９２番地１
１,５６７．５５㎡
鉄筋コンクリート造２階建
４６４．１２㎡
朝倉市杷木地域

朝倉郡東峰村大字小石原鼓８３７番地１１
１,６５９．８０㎡

５７６．７３㎡
鉄筋コンクリート造鋼板葺２階建

東峰村

朝倉市宮野２１４２番地２
１,８３３．００㎡
鉄筋コンクリート造２階建
３８０．１８㎡
朝倉市朝倉地域

東出張所 

朝倉出張所 

東部分署 



初  代

二  代

三  代

初  代

二  代

三  代

初  代

二  代

初  代

二  代

三  代

四  代

六  代

初  代

二  代

三  代

四  代

五  代

六  代

八  代

氏　　　　　名

高　橋　清　美

塚　本　倉　人

塚　本　倉　人

氏　　　　　名

塚　本　倉　人

富　田　英　一

山　崎　房　美

氏　　　　　名

高　橋　清　美

山　崎　房　美

氏　　　　　名

塚　本　倉　人

友　納　昭　智

中　島　茂　嗣

藤　原　重　実

佐　藤　誠　良

五  代 塚　本　勝　人

森　田　俊　介

林　　　一二三

氏　　　　　名

徳　田　善　友

藤　井　金　與

稲　永　勝　己

熊　谷　昭　巳

田　頭　喜久己

七  代 手　柴　豊　次



初  代

二  代

三  代

四  代

五  代

六  代

七  代

八  代

九  代

十  代

十一代

十二代

十三代

初  代

二  代

三  代

四  代

五  代

六  代

七  代

八  代

九  代

十  代

十一代

十二代

十三代

氏　　　　　名

山　崎　房　美

白　石　公　海

山　田　昌　實

空　閑　道　雄

立　石　　　新

西　岡　隆　士

川　藤　市　郎

金　子　義　郎

舟　木　潤　一

和佐野　一　文

竹　井　　　隆

氏　　　　　名

池　田　伸　一

大　楠　喜　彦

山　崎　房　美

山　田　昌　實

空　閑　道　雄

立　石　　　新

川　島　勝　治

川　藤　市　郎

立　野　紀　幸

金　子　義　郎

立　野　紀　幸

金　子　義　郎

林　　　武　好

大　場　　　豊

野　村　良　和

小　島　　　誠

大　熊　勝　径

田　中　俊　次

仲　道　　　優

橋　本　良　二

羽　野　　　勉
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